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第１章 プロローグ

2010 年 6 月 13 日、小惑星探査機「はやぶさ」が地球帰還に成功し、日本中が喜びに湧き上が

った。8 月には東京駅近くのオアゾ内で「おかえり、はやぶさ」の展示会が行われたが、開館前か

ら大勢の人がおとずれ、オアゾビルを取り巻くほどの人気であった。

テレビカメラは、展示品を見終わった一人の初老の男性が涙ぐんでいる姿を捉えていた。

「はやぶさを見ての感想はいかがですか」との問いかけに、

「・・・とても感動しました。途中で数々の障害に遭いながらも、それを乗り越えて 7 年ぶりに、や

っと帰ってきた姿が、自分のこれまでの人生と重なって・・・」。続く言葉は感涙にむせんで聞き取

れなかったのであるが、「はやぶさ」の大人気の背景にはこのような感想を共有する人が多くいた

のだと思われる。

それからしばらくして、日立時代の知人から届けられたメールをみて、私ははっと驚いた。「はや

ぶさ」の制御用コンピュータに SH マイコンが使われていたとの知らせである。

SH マイコンは日立半導体グループの総力を結集して開発した独自アーキテクチャのマイコンだ。

「はやぶさ」に使われていた CPU は SH-3（SH7708 の６０MHｚ版）であり、OS はμITRON であっ

た。システムは３重冗長系として、高い信頼性が確保されていた。

このような大事なミッションになぜ SH マイコンが選ばれたのか？

端的にいえば、低消費電力と高性能の両方の特徴を併せ持つマイコンだったからである。当時、

MIPS/W（ミップス・パーワット）の値が世界の最高レベルにあったのだ。SH マイコンは開発当初

から、新しく開けるモバイル機器の時代（ノマディック時代）を目指して、MIPS/W を最重要指標と

して取り組んできたのであった。そのためにアーキテクチャ設計、ソフトウエア、回路技術、プロセ

ス・デバイスなど各分野の技術陣が最先端の知見を持ちよることによって、最高レベルを達成し

たのである。その成果がローパワー・高性能を必要とする宇宙用機器の要求にマッチして、「は

やぶさ」での採用につながり、７年間にわたる宇宙での苦難の旅を乗り越えて帰ってきたのだ。

「よくやった！ がんばったぞ！ SH マイコン！」

本稿は日立の半導体部門におけるマイコン事業立ち上げの紆余曲折を記したものである。米

国からの技術導入に始まり、独立の過程で発生した数々の摩擦や障害を乗り越えて、最後に到
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達した独自アーキテクチャが SH マイコンである。SH マイコンは日本を代表するオリジナル・アー

キテクチャのマイコンとして、日立からルネサスへと引き継がれ、あらゆる分野で使われて世界

中で活躍している。

今日、マイコンはあらゆるハイテク分野における、もっとも重要な構成要素であり、マイコンを措

いてハイテク製品はありえない。独自アーキテクチャのマイコンはどのようなチャレンジを経て生

み出されたのか・・・これが本書のテーマである。

ここで、日立半導体の主な製品世代の変遷を辿って、マイコンの位置づけについて述べておき

たい。

第一世代製品はトランジスタである。ラジオ用、テレビ用向けとして１９５０年代後半から立ち上

がり、６０年代半ばに黄金期を迎えた。

第二世代製品は IC・LSI である。６０年代半ばからコンピュータ用、電卓用向けとして立ち上がっ

た。特に７０年代初頭から電卓用カスタム LSI が急増して黄金期に到った。しかし、７４年に始まる

オイルショックで打撃を受け勢いを失った。

第三世代製品はメモリである。インテル品互換の１KDRAM の製品化に始まり、７０年代後半に

開発された６４KDRAM や１６KSRAM が世界トップの座を占めて大躍進した。８０年代前半に黄金

期を迎えたが、８５年のメモリ大不況と８６年以降の日米半導体協定によって苦戦を強いられるこ

とになった。

第四世代製品が本書の主題のマイコンである。日立で最初に製品化されたのはインテル品互

換の４ビットマイコンであり、７４年であった。続いてモトローラより技術導入した８ビットマイコンが

７６年に市場導入された。その後、８１年の CMOS マイコンの導入、８５年の ZTAT（ジータット）マ

イコンの導入など、ユニークな製品の開発が進められた。しかし、「独自アーキテクチャ」を持たな

いが故に、行く手を阻まれることになる。そして、このときの屈辱感が独自アーキテクチャ確立へ

の秘められたエネルギーとなってマイコン技術者の中で共有されたのである。

独自アーキテクチャの H8 マイコンが８８年に市場導入されたが、その直後に特許侵害を巡る裁

判沙汰となる。その決着を経て、９２年１１月に製品発表したのが新型 RISC アーキテクチャの SH

マイコンである。SH マイコンはデジカメ、ゲーム機、カーナビ、電子楽器などの新分野製品の立ち

上げに大きく貢献した。９６年にはマイクロソフト社の Windows CE が搭載されて、ハンドヘルド PC

市場を制覇し、マイコンの黄金時代となる。９８年のエルピーダメモリの設立によって DRAM が分
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離された後は、マイコンが文字通り日立半導体の大黒柱となり、その形はルネサス エレクトロニ

クスを経てルネサステクノロジーに引き継がれている。

日立のマイコン事業推進の過程で、世界の潮流を先導するような技術開発を３件挙げることが

できる。詳細は本文に譲るとして、以下はその概要である。

第一は高速ＣＭＯＳ技術のマイコンへの適用である。７０年代においては NMOS 技術がマイコン

の主流であったが、CMOS 化は８１年に日立が先陣を切ったものである。今日では全てのマイコ

ンがＣＭＯＳ化されているのみならず、その影響はメモリ、ロジック、アナログなどに波及して、今

日の半導体エレクトロニクスの基盤となっている。

第二はＺＴＡＴ（Zero Turn Around Time）、F-ZTAT 技術のマイコンへの適用である。マイコンの

ROM 部をフィールド・プログラマブル化して、ユーザーから見た TAT をゼロにするというコンセプト

である。現在では、F-ZTAT（フラッシュ・オンチップ）技術がほとんどのマイコンに使われており、

マイコン技術の主流になっている。

第三は新型ＲＩＳＣアーキテクチャを採用したＳＨマイコンによって、世界最高レベルの MIPS/W

（ミップス／ワット）を実現したことである。これによって「デジタル・コンシューマ」と称される一群の

新製品市場が立ち上がり、アナログからデジタルへのパラダイム転換が引き起こされた。さらに、

「ノマディック時代」とも表現される新しいライフスタイルを生み出す要因ともなっている。

このような画期的な技術開発を進める過程において「アーキテクチャ」の独立性がいかに重要

であるかを痛いほど知らしめられたのであった。詳細は本文に譲るとして、ここではその大まかな

流れについて述べることにする。

日立におけるマイコン事業が本格的に立ち上がったのは、モトローラ社（以下、モ社と略す）と技

術提携してからである。先方からは６８００系マイコン技術を導入し、日立からは当時世界最高性

能の自動ボンダー技術を供与して技術交換が行われた。いわば Win-Win の関係でスタートした

のである。

日立はモ社にとっても有力なセカンドソースであり、両社が結束してインテル陣営を追撃する体

制となったのである。スタートから５,６年の間、両社の関係はハネムーンのような状態が続き、こ

の道の先輩としてのモ社から学ぶことも多かった。しかしながら、その関係は次第に難しくなる。

市場における競合が激しくなると共に、「アーキテクチャ」を巡る問題が顕在化してきたのだ。その
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結果、ハネムーン状態は次第に競合関係に変化していった。

その経緯はおおむね次の三つのステップに分かれる：

（１）ＣＭＯＳ化路線での対立。日立が先導した CMOS マイコンに対してモ社はネガティブな態

度で終始した。「アーキテクチャ」がモ社のものである故に、CMOS 化の進展が阻まれた

のである。

（２）ＺＴＡＴマイコンのワインドダウン。日立が開発した ZTAT マイコンも、「アーキテクチャ」が

自社のものでないが故に、モ社によって製品化のライセンスが与えられず、市場導入の

後で、撤退を余儀なくされた。

（３）Ｈ８マイコンを巡る裁判。H８マイコンは日立の独自アーキテクチャをベースに開発された

のであるが、モ社は「アーキテクチャが似ている」ことを理由に特許侵害を申し立て、裁

判沙汰に発展した。

両社の関係は上記のステップを経るごとに険悪化の道を辿り、最後は「裁判」という形に持ち込

まれたのであるが、これは日立の長い歴史においても過去に例のないことであった。

上記の三つのケースは日立のマイコン陣営にとって耐え難い屈辱であり、そのために秘められ

たエネルギーが「アーキテクチャ独立」への道を推し進める力になったのである。

このような歴史を背景にして開発されたのが SH マイコンである。その基本的な狙いは、「まった

く新しい独自アーキテクチャ」をベースに、来るべきノマディック時代に備えるための、エネルギー

効率の高いマイコンの開発である。半導体事業部のみならず、研究所やユーザー事業所も含め

て、日立のマイコン技術者全員が、アーキテクチャの独立のために奮起し、世界トップレベルの

製品開発を目指して結集したのである。

今日、殆んど全ての電子システムの中枢にはマイコンがあり、マイコンは半導体ビジネスの真

髄である。その真髄を守り、生かしていくためには完全にコントロールできるアーキテクチャを持

たなければならない。新しいアーキテクチャを世に送り出し、育て、実らせるには１０年単位の歳

月が必要である。Ｈ８マイコンもＳＨマイコンも今では大きな実を結んでいるが、決して平坦な道を

辿って出来上がったものではない。独立したアーキテクチャを確立するまでにいかなるチャレンジ

がなされたかを記録にとどめ、後世に残すこともそれなりの意義があるものと思う。
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２０１０年５月、アップルが株式時価総額においてマイクロソフトを凌駕し、世界に驚きが走った。

これは一つの歴史の転換点を示す象徴として捉えることができよう。そのメッセージは「Wintel の

時代、即ちパソコンの時代が終焉し、モバイル機器の時代、即ちノマディック時代が到来した」と

要約することができる。

パソコンの時代には MIPS 値そのものが重要であったが、ノマディック時代における重要指標は

MIPS/W である。もちろん MIPS/W は象徴的な表現であり、一般的には「性能対消費電力」、ある

いは広義のエネルギー効率である。従ってデバイスによって、MOPS/W、FLOPS/W などの指標

があり得るし、モバイル・メモリなどの場合にはスピード／W が重要な指標となる。

このような時代の変わり目にあたり、半導体分野のみならず、広くエレクトロニクス分野、あるい

は IT 産業に携わる方々に対して、次のようなメッセージをおくりたい。

即ち、パソコン主流の時代からモバイル機器を中心とするノマディック時代が開けることは日本

にとって大きなチャンス到来である。日本のエレクトロニクスの伝統的な強みは、「エネルギー効

率」の強みである。即ち、広義のMIPS/Wの強みである。ポータブルラジオ、ポータブルテレビ、ウ

ｵ―クマン、電卓などなど、世界をリードした製品は全てエネルギー効率において圧倒的な強み

を持っていた。今こそ、「そうだ、新しいMIPS/Wの時代が来たのだ！」という視点で世界戦略を構

築して欲しい。

私が日立半導体事業部の製品開発部長に任命されたのは１９６９年である。その２年後の７１

年にインテル社が世界で始めてのマイコン（４００４）を市場導入し、半導体業界、システム業界の

双方に大きな衝撃を与えた。カスタム LSI が中心であった時代に、まったく新しいシステム構成法

が現れ、パラダイム転換をもたらしたのである。今年は奇しくもマイコンの市場導入から４０周年

の記念すべき年にあたる。この間、私は日立のマイコン事業に深く関わってきたわけであるが、

その過程を一言で表現するならば「独自アーキテクチャ確立のための独立戦争」であったといえ

る。

現役を離れて、とうに古希を過ぎた今、このような歴史を書き残すことも許されるのではないか

と思う。むしろそれは自分に課せられたつとめであるのかも知れない。本書が単なる「思い出話」

としての読み物でなく、半導体、エレクトロニクス、IT 産業に携わる皆様に対し、「温故知新」の一

助として、参考に資することができれば幸いである。

日本半導体の低迷が云われて久しいが、エレクトロニクス分野、IT 分野に新しい波が押し寄せ



牧本資料室 第２展示室 「マイコン事業の回想（アーキテクチャ独立戦争の記録）」

6/6

ている今こそ、これをチャンスと捉えて飛躍するときである。

第２章につづく

ここに掲載した記事は２０１１年７月４日から同年１０月３０日にかけて、蝉の輪会のホームペー

ジに掲載された記事をベースとして加筆訂正したものである。文中敬称省略。

なお、蝉の輪会は日立半導体 OB をメンバーとする任意団体である。


